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Abstract： TQ　discuss　the 　relationship 　between　lifestyle　of 　residents 　and 　eco
−
consciousness ，　 eco −behavior ，

we 　conducted 　questionnaire 　survey 　in　Hadano　city
，　Kanagawa 　Prefecture ．　Questionnaire　sheet 　was 　delivered

to　residentsof 　four　area 　of 　Hadano　city 　thrQugh 　theirresidentsassociation ．　The　result 　of 　cluster 　analysis

showed 　that 　residents 　were 　classified 　into　four　clusters 　by　their 　lifestyle，　The　results 　 of 　one
−
way 　ANOVA

on 　the 　knowledge　of 　global 　environment 　problems 　showed 　that 　the　knGwledge　of 　the　910bal 　warming 　and 　the

chaQtic 　deforestation 　were 　significantly 　differed　among 　clusters ．　Another　one
−

way 　ANOVA 　Qn 　the　practice

of 　eco
−behavior　showed 　that 　there 　were 　significant 　differences　among 　clusters ，　 especially 　on 　the　behavior

which 　need 　to　take 　some 　more 　time 　or 　labor　to　practice ．

Keywords ： Lifestyle，　 Eco −consciousness ，　 Eco−behavior，　 Sprinkling　 water ，　 Enjoying　 evening 　 cool

要 旨 ：ラ イ フ ス タイ ル とエ コ 意識、エ コ 行動 の 関係 に つ い て 検討す る た め に 、神奈川県秦野 市の 4 地 域 を対 象 と

し て ア ン ケ
ー

ト調 査を 実施 した。ア ン ケ
ー

トは 自治会 を通 じて 計 856 部 を配 布 し、198部 を回 収 し た。得 られ たデ

ータ に っ い て ク ラ ス ター
分析 を行 っ た 結果、調 査 対 象者 は ラ イ フ ス タ イル に よっ て 4 つ の ク ラ ス ター

に 分類 され

た。こ れ らの ク ラ ス ターと エ コ 意 識、行 動 の 関係 につ い て 検討 し た とこ ろ、「地球 温 暖化 」や 「無秩 序な 森林 伐 採 」

とい っ た項 目の 認 知 度や、「電気器具の コ ン セ ン トを抜 い て お く」、「省 エ ネ タイ ブ の 電 気 機 器 や エ コ マ
ーク の 付 い

た 商品を選ぶ 」 とい っ た比 較的実行 に手 間や負担が 伴 う項 目で ク ラス ター
間 に有意 な差 が 見 られた。エ ア コ ン 、

扇 風 機 の 使 用 頻度 、使 用 時 間帯で は ク ラ ス タ
ー

に よ る 差は 見 られ なか っ た 。ま た 、打 ち水 の 実 施 率 や 実施 時 間 帯、

夕涼 み を行 う理 由 や 行 う場 所 の
一

部 に ク ラ ス ターに よ る有 意 な差 が 見 られ た。

キー
ワ
ード ： ライ フ ス タイル 、エ コ 意識、エ コ 行動、打ち水、夕涼み

　 　 　 　 　 　 　 　 1 ．は じ め に

　 近 年、電 力 消 費 を抑 え 自然 エ ネル ギーを利 用 す る ラ

イ フ ス タイ ル を志 向 す る機 運 が 高ま っ てお り、そ の 傾

向は 2011 年の 東 日本大震災を契機 に よ り強くなっ た。

こ の よ うな エ コ 行動 を志 向す る ライ フ ス タ イ ル に つ い

て は 、特 に 震災直後の よ うな状 況 で は、人 々 が 節電 を

行 い こ れ ま で に比 べ 不便な生 活を送 っ た に もか か わ ら

ず、快適性 は損 な わ れ て い な か っ た こ とが角 川 、久 野

（2012）に よ り報告 され て い る が 、一
般 に は従 来 の 生

活 習慣 を変 更 して エ コ 行 動 を 実 践 す る ； とは 、意 識 と

して は その 必 要性 を感 じ て い て も、負担 の 増加や快適

感 の 低 下 を招 く こ とか ら難 しい と考 え られ る。本 研 究

で は こ の よ うなエ コ 行動の 生起 が 住民の ライ フ ス タイ

ル と関連 して い る と考 え、ライ フ ス タ イ ル と エ コ 意識、
エ コ 行 動 の 関係 につ い て 検討す る こ とを 目的 と し て ア

ン ケート調査 を行 っ た。

　本研究で調 査対 象 と した 神 奈川 県秦野市は 神奈川県

の 西 部 に 位置 し て お り、自然が 豊富で 特 に 「秦野 湧 水

群」 に代 表 され る湧水 の 豊富な地域 とし て 知られ て い

る。一
方 で 秦野 市 は東 京、横浜 へ の 通 勤圏で もあ り、

ま た 大 学 が 立 地 して い る 地域もある こ とか ら、さ ま ざ

ま な ライ フ ス タイ ル の 居 住者が い る と考え られ、本研

究 の 調査 対象 と して 適 して い る と考 え られ た。

Zl 調査対象

2 ．方法
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　　秦 野 市 内 の 4 つ の 地 区 （H ・M ・K ・0） に お い て 、

　 各 地 区 1つ の 自治 会 を対 象 と して 調 査 依 頼 を行 っ た。

　H 地 区 は 秦野 市中心 部 に位 置 し、商店 が 並 ぶ 地 区 で あ

　る。M 地区は 同 じ く市中心 部に 位置す るが、近隣に は

　農 地 が広 が っ て お り、秦野 湧 水 群 に も近 い 。K 地 区 は

　市郊外 に 位置 して お り、0 地 区 は 近 隣に 大学が あ る こ

　 とか ら、学生 の 居住者も多 い 。

2．2調査用紙の 配 布 と回 収

　　 調査は 2013年 6 月〜7 月に か けて 行 わ れた。調査

　 用 紙 は 各 自治会 の 自治会 長 に 依頼 し、自治 会 に 入 っ

　 て い る全 戸 に 配 布 して も ら っ た 。 調査 用 紙 の 回 収 は

　 同梱 の 封筒に よ り各回 答者 よ り郵送 し て もらうこ と

　 と し た。調 査 用 紙 は 全 自治 会 で 856 部 配 布 し、198

　 部 を 回収 し た （回収 率 23．1％）。

2．3調 査 項目

　 調 査項 目は以 下 の 6 項 目で あ っ た。

　 L ライ フ ス タイル に つ い て ： 「生活 の どの 様な面を 重

視 す る か 」 とい う点 か ら ライ フ ス タイ ル を測 るた め に、

須 田 ら （1992） を参考に 30項 目の 質 問 （あて は ま る ・

あて は ま らない の 2値）を設定 した。

　 2．エ コ 意識 ・行 動 に つ い て ； 地 球環境 問題 に 対 す る

認 知 度 を測 る た め の 5項 目 と、エ コ 行動 の 実践の 程度

を測 るた め の 21項 目の 質問 を設定 した （それ ぞれ 4 段

階）。エ コ 行 動 に 関 す る質 問項 目は 大阪 ガ ス （株）エ ネ

ル ギー・文 化研 究 所 が行 っ た 「こ れ か らの 住 ま い と ラ

イ フ ス タ イ ル に 関 す る生 活 意識 調 査 」 を 参考に した。

　 3．冷 暖房 機 器 の 使 用 にっ い て ： 宮 田 ら （2012 ） を参

考に、冷暖房機器 の 所有台数、使用頻度、使用時間帯

を質 問 した 。

　4．防署の 工 夫 に つ い て ： 宮 田 ら （2012） を参考 に、

窓 開 け、打 ち水 、夕涼 み の 各行 為 に つ い て 行 うか ど う

か 、行 う場 合 に は そ の 頻 度 と時間 帯、打ち水 ・夕涼み
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を行 う理 由や 場所 な ど を質問 した。

　 5．秦野 市の イ メ
ージ と自然環 境 に つ い て ： 秦野 市の

イ メ
ージや 市の 自然環境、湧水 の イ メ

ージ に つ い て 、

ま た 近年問題 とな っ て い る里 山の 管理 放 棄や 鳥 獣被害

につ い て 質問 した。

　6．住 居 と家族 に つ い て ： 住居 の 構 造 や 築年数、居住

年 数 、家族 構 成 等 に つ い て 聞 い た。

　　　　　　　 3 ．結果および考察

3．1 回答 者 の 属 性

　 ア ン ケ
ー

ト調 査 の 回 答者 の 属性 は 男性 91名、女性 94

名 （不明 11 名）で あ っ た。ま た年 齢 で は 60 歳 代 が 全

体 の 28％、70 歳代 が 25％を占め て い た。職業は 「無職 」

が全 体 の 34％ と最 も多 く、「主 婦 」 が 19％、「会 社 員 ・

公 務員 」 が 13％で あ っ た。

3．2 回答者 の ラ イフ ス タイル

　回答者 の ライ フ ス タイル を分 類 す るた め に、30項 目

の 質 問 に対 す る回答 に つ い て ク ラス タ
ー

分析 （ward 法）

を行 っ た。分析 の 結果、回 答 者 を 4 つ の ク ラス ターに

分類す る こ とが妥 当 と考 え られ た。こ れ らの 4 つ の ク

ラ ス タ
ー

とライ フ ス タイ ル 項 目との 関係 に つ い て 検討

す る た め に 、ク ラ ス タ
ー

ごと に各項 目の 平 均回 答率 を

算 出 し た （図 1 ）。図 1 よ り、ク ラ ス タ
ー 1 は 多くの 項

目で 「あ て は ま る 」 とい う回 答 が 少 な く、特 定 の ラ イ

フ ス タイ ル の 傾向は 見 られなか っ た。回答者属性 と の

関係 で は 相 対 的 に 40 歳 代 が多 く、職業は 会社員、アル

バ イ ト ・パ ー
トが 多か っ た 。また 、比 較 的居 住年数が

短 い とい う傾 向が 見 られ た。ク ラ ス ター2 は ク ラス ター

1 と は逆 に多 くの 項 目で 「あて は ま る 」 と し て お り、こ

の こ とか ら 「多趣 味 ・積極型」 と考え られ た。相対 的

に 90 歳 代 が 多い 傾 向 が 見 られ た。ク ラ ス タ
ー3 は 特 に

「老 後の 生 活 」 や 「地 域 ・近 所 の 付 き合 い 」 を重 視 す

翅 クラスタ
ー1

鰯 クラスター2

韈 クラスター3m

クラスタ嚼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻

膨〆第彫 グ

　　　　〆 　 　 図 1 ライ ． ス タ イ ル 囎 と とク ラ ス タ
ー

薫 憲　　　　r啅 で
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る傾向が 見 られ た こ とか ら、「老 後重視
・地 域密着型 」

と考えられ た。相 対 的に 80 歳代が多 く、「無職」 との

回 答が 多か っ た。ク ラス タ
ー4 は 特に 「食の 楽 しみ や こ

だ わ り」 を重視する傾向が あり、「食 生 活重視型」 と考

え られ た 。

3．3 ライ フ ス タイル とエ コ 意識 ・行動 の 関係

　 ライ フ ス タ イル とエ コ 意識 ・行動 の 関係 に つ い て 検

討 す るた め に、地 球 環境問 題 に 関す る 5 項 目 とエ コ 行

動 の 実践に つ い て の 21項 目に つ い て、ク ラ ス タ
ー

を要

因 と した 1元 配 置分散分析、お よび 多重 比 較 を行 っ た。

そ の 結果 自然環 境 問題 にっ い て は 「無秩 序な 森林伐 採」

で ク ラ ス ター3 は 1 に 比 べ て 有意 に よ く知 っ て お り、
「地球温 暖化 」で は よ く知 っ て い る傾 向 が 見 られ た （図

2）。エ コ 行動 に つ い て は、質問項 目 1、3、5，6、7、11、

18、19 で ク ラ ス ター
間に 有意な 差が あ り、項 目 12 で 有

意傾向が 見 られ た （図 3）。 こ れ らの 項 目は 例え ば 「電

気器具 の コ ン セ ン トを抜い て お く」 や 「省エ ネ タ イ プ

の 電 気 機器 や エ コ マ
ー

ク の 付 い た 商品 を選ぶ 」 な ど、

比 較的実 行 に手 間や 負 担 が 伴 う行 為 で あ り、「こ ま め に

照明や テ レ ビ の ス イ ッ チを切 る 」 や 「エ コ バ ッ グ を持

参 す る 」、「ゴ ミの 分別 」 な どが どの ク ラス ターで も実

践 され て い るの に対 し て 、こ れ らの 多くの 項 目で は ク

ラ ス ター1 と他 の ク ラ ス ター
の 間で 有意 な差 や 傾 向 が

見 られ た。こ の 結果 は ライ フ ス タイ ル の 違 い が 地 球 環

境問題 に 対す る 関心 やエ コ 行動の 実践 に影響を与えて

い る こ とを示 して い る と考え られ る。

3．4 ラ イフ ス タ イ ル とエ ア コ ン ・扇風機 の 使用

　 エ ア コ ン の 平 均 所 有 台 数 は 2．5 台 で あ り、ク ラ ス タ

ーを 要因 と した一
元 配置分散分析の 結果、ク ラ ス ター1

（平均 2．3 台 ）に 比 較 して ク ラス ター4 （平 均 3，2台 ）

が 所有台数 が 多い 傾向が 見 られた が、使用頻度で は ク

ラス ター
間に有意な差 は 見 られ な か っ た。

一
方 、扇風

機の 平 均所 有台 数 は 2．2 台 で あ り、所 有 台数 、使 用 頻

度 と もに、ク ラス タ
ー

に よる有意な差は 見 られ なか っ

た 。 使 用 時間帯 につ い て は、エ ア コ ン は 午後、

夜、就寝時の 使用率 が 高く、扇風 機 も同 様 の 時間 帯に

多 く利 用 され て い る が、エ ア コ ン に 比 べ て どの 時間 帯

も利 用 され て お り、朝、午前、夕方で は エ ア コ ン よ り

使用率が高い 。こ の こ とか ら、午 後 の 暑い 時 間帯や 家

族 の 集 ま る こ とが 多い 夜、就寝時に は エ ア コ ン が 優 先

し て使 用 され、一
方 朝 や 夕方 な どで 少 し涼 感 を得 た い

ときに は 扇風 機 が 利用 され る、とい う機 器 の 使 い 方 が

見 て とれ る。なお 、使用時間帯に つ い て はク ラス タ
ー

間で 有意な差は 見 られ なか っ た。

3．5 ラ イ フ ス タ イル と防署の 工 夫
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　窓開けは 全体の 99％が行 っ て お り、ク ラ ス タ
ー

に よ

る 有意な 差は 見 られ な か っ た （図 4）。頻度 は 「毎 日 」

が 最 も多 く、全 体 の 73．8％ を 占 めて い た。窓 を 開 け る

時間 帯は 朝は全体の 54．4％ が 実施 して お り、特 に ク ラ

ス ター4 は 有意 に 高い 傾向（70．4％）が 見 られた。午前中

は 全 体の 70．3％ が、午後、夕方 は 56．4％、夜 41 ，0％が

実施 して い る。就寝時は 25．　6％ と 少 ない 。

　打 ち水は 全 体の 52．7％が 実施 し て い る が、ク ラ ス タ

ー1は よ り少 な い 傾 向 が 見 られ た （図 4）。頻度 は 「毎

日」 が 全 体の 32％と 最 も多か っ た が、「週 に 2 〜3 回 」

も合 わせ て 43．3％あ っ た。時 間 帯 で は朝 は全 体 の 3LO ％

が 実施 、午 前 中 は 有意 に ク ラ ス ター4 で 多 く （41．2％）、

1 で少なか っ た （9．8％）。午後 は 全体 の 13．3％、夕方 は

全 体の 64％ が 実施 し て い る。打ち水 を行 う理 由 で 最 も

多 か っ た の は 「庭 木 に 水 をや るつ い で （85．4％）」 で あ

り、つ い で 「温 度を下 げて 涼 し くす る た め （47．6％）」、

「涼感 を得 る た め （30．1％）」 で あ っ た。打ち水 に は水

道水 を利 用 し て い るケ
ー

ス が 全体 の 77．5％と 最 も多く、

湧 水 の利 用 は 12．7％、風 呂の 残 り湯 は 13，7％、雨 水 は

17．6％で あ っ た （図 10）。 打 ち水 を行 う場 所 は 「庭やテ

ラス 」が 84．　o％と最も多く、つ い で 「玄 関周 りjが 53．o％、

「道路 や 路 地 」 が 20．0％で あ っ た。

　夕涼 み に っ い て は 全 体 の 24．9％が 実施 して お り、「週

に 2 回 」との 回 答が 全 体 の 38．6％と最 も多 か っ た （図 4）。

時間帯で は 「夕方」 が 最も多く　（65．8％）、次い で 「夜

（45．5％）で あ っ た。夕涼 み を 行 う理 由は 「涼 し さを感

じ た い か ら」 が 最 も多 く （69，6％）、次い で 「自然 を感

じた い か ら （21．7％）」、「運 動 を かね て （19．6％）」 で あ

っ た。特 に 「運 動をか ねて 」 につ い て は ク ラス ター2

で多い 傾 向 が 見 られ た。夕 涼 み を行 う場 所 に つ い て は

「自宅の 庭や縁側 」 が 全 体 の 59．6％と最も多か っ た が、

ク ラス ター2 で は 有 意 に 少 な い 傾 向 が 見 られ た。次 い

で 「自宅の 前 」 が 36．2％とな っ て お り、「近所 の 路上

（10．6％）」、「近 所の 公 園、空 き 地、寺 社 等 （6．4％）」 は

少 ない 。「湧 水の 近 く」 は 0％で あっ た。

　 以 上 よ り、防署 の 工 夫 に お い て も比 較 的 実 行 の た め

の 手 間 が 少 ない 「窓 開け」 で は ラ イ フ ス タ イ ル に よ る

差 は 見 られ な か っ た の に対 し 、
「打 ち水 」 や 「夕 涼 み 」

で は 差が 見 られ た こ とか ら、こ れ らの 行動 の 実施 の し

やす さは ラ イ フ ス タ イ ル に よ っ て 異 な る と考え られ る。

　　　　　　　　　 4 ．ま とめ

　神 奈 川 県 秦 野 市 の 4 地 区 を対 象 に ライ フ ス タイ ル と

エ コ 意 識 、行 動 に つ い て の ア ン ケ
ー

ト調 査 を 行い 、以

下 の 知 見 を得 た。
・地球環境問題 に っ い て は 概ね意識 が 高い が 「地球温

暖化 」 や 「森林伐採 」 で ライ フ ス タ イル に よ る差 が 見

られ た。
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図 4　 防署 の 工 夫の 実施率 とクラ ス タ
ー

・
エ コ 行動 で は、省 エ ネル ギーや ゴ ミの 分 別 等は 全体

的 に 実践され て い る が、比 較的実行 に 手間や負担が 伴

う行 為 で は ラ イ フ ス タイ ル に よる差 が 見 られ た。
・エ ア コ ン ・扇 風 機 の 使用 に つ い て は ラ イ フ ス タ イ ル

に よ る差 は 見 られ な か っ た。
・
防署 の 工 夫 にお い て も、比 較的実行 に 手 間が か か る

行 為 で は ライ フ ス タ イ ル に よ り差が 見 られ た。
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